
資源のない日本、
将来のエネルギーの姿に関する講演
in 大分 化石、再エネ、原子力エネルギーのベストミックスの実現に向けて
平成28年12月16日（金）　会場：iichiko総合文化センター4階 中会議室2

平成26年4月に新しい「エネルギー基本計画」が閣議決定され、平成27年7月には「長期エネルギー需給見通し（エネルギーミックス）」が取りまと
められました。経済産業省資源エネルギー庁では、日本におけるエネルギーの現状や将来の姿について、さまざまな地域の住民の方々を対象に、
化石エネルギーや再生可能エネルギー、原子力等のエネルギーミックスに対して、ご理解を深めていただくために講演会を開催いたしました。

昨
年
11
月
、
東
京
で
54
年
ぶ
り
に
雪
が
降
り
ま

し
た
。
報
道
で
は
北
極
の
海
氷
面
積
が
観
測
史
上

最
小
に
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
背
景
に
地
球

温
暖
化
が
あ
る
と
気
象
予
報
士
が
解
説
し
て
い
ま

し
た
。

CO2
濃
度
は
産
業
革
命
以
降
現
在
ま
で
4
割
上

昇
、
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
世
界
5
番

目
で
す
。
2
0
4
0
年
に
は
世
界
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
が
現
在
の
1
・
2
倍
に
増
え
る
と
い
う

予
測
も
あ
り
ま
す
。

パ
リ
協
定
が
発
効
し
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
大

統
領
に
就
任
す
る
ト
ラ
ン
プ
の
環
境
政
策
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
彼
は
選
挙
戦

で
「
大
統
領
に
な
っ
た
ら
パ
リ
協
定
を
脱
退
す
る
」

と
発
言
、
法
的
に
は
原
則
4
年
間
脱
退
で
き
ま
せ

ん
が
、
パ
リ
協
定
の
親
条
約
で
あ
る
気
候
変
動
枠

組
条
約
か
ら
1
年
で
脱
退
す
る
か
、
大
統
領
命
令

に
よ
る
パ
リ
協
定
か
ら
米
国
の
署
名
を
削
除
す
る

こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。
ま
た
彼
は
「
米
国
第
一
エ

ネ
ル
ギ
ー
主
義
」
を
公
約
。
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
拡
大
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
確
立
が
中
核

の
政
策
で
、
数
百
万
人
の
雇
用
創
出
、
巨
額
の
投

資
を
行
い
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
・
オ
イ
ル
、
既
存
の

資
源
開
発
を
行
う
計
画
で
す
。
ガ
ス
・
石
油
業
界

や
製
造
業
で
は
期
待
感
が
あ
る
よ
う
で
す
。

オ
バ
マ
政
権
で
は
発
電
所
か
ら
の
CO2
排
出
を

2
0
3
0
年
に
2
0
0
5
年
比
32
％
削
減
を
義
務

づ
け
石
炭
火
力
へ
の
規
制
強
化
を
図
る
「
ク
リ
ー

ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
」
を
各
州
に
義
務
づ
け
ま
し
た

が
、
ト
ラ
ン
プ
就
任
後
に
廃
止
に
な
る
可
能
性
が

高
い
で
し
ょ
う
。
連
邦
政
府
の
政
策
は
民
主
党
時

代
と
大
き
く
変
わ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ

で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
全
米
50
の
各
州
に
よ
り

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
再
エ
ネ
推
進
の
州
は
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
や
東
部
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
な
ど
十

数
州
で
す
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
非
常
に
先
端
的

な
技
術
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
の
政
策
で
私
が

注
目
す
る
の
は
石
炭
で
す
。
石
炭
産
出
州
は
本
来

民
主
党
を
応
援
す
る
は
ず
で
す
が
、〝
石
炭
へ
の

戦
争
〞
を
し
か
け
た
オ
バ
マ
政
権
に
反
発
し
、
ト

ラ
ン
プ
に
票
が
流
れ
ま
し
た
。
天
然
ガ
ス
の
卸
売

価
格
が
下
が
り
も
っ
と
も
競
争
力
あ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
る
中
、
石
炭
優
遇
政
策
を
具
体
的
に
ど

う
す
る
の
か
注
目
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
本
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
新
戦
略
」
は

CO2
排
出
削
減
と
強
い
経
済
の
両
立
を
目
指
す
も
の

で
す
が
、
こ
こ
で
は
再
エ
ネ
等
の
分
散
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
施
策
の
柱
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
熊
本
市
出
身
で
、
熊
本
大
分
地
震
で
は
親
戚

が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
大
変
な
な
思
い
を
さ
れ

た
方
も
こ
の
会
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
震
災
な
ど
有
事
の
際
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
安

定
供
給
で
き
る
よ
う
に
、
防
災
に
強
い
分
散
電
源

を
各
地
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

大
分
県
は
47
都
道
府
県
で
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
の
高
い
県
で
す
。
日
本
最
大
の
八
丁
原
地
熱

発
電
所
を
視
察
し
ま
し
た
が
、
地
熱
資
源
の
さ
ら

な
る
活
用
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

地
熱
利
用
を
農
業
や
食
品
製
造
な
ど
の
産
業
に
も

広
げ
る
と
、
地
域
振
興
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

大
型
の
太
陽
光
が
入
札
に
な
り
安
全
対
策
や
保

守
点
検
も
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

O
&
M
（
保
守
点
検
）
が
新
た
な
市
場
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
も
人
材
育
成
を
さ
れ
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
。

再
エ
ネ
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ゼ
ロ
エ
ネ

ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
を
核
と
し
た
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
、

ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ル
へ
の
対
応
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど

に
は
補
助
金
も
出
て
お
り
、
熱
心
な
自
治
体
の
方

は
企
業
誘
致
や
産
官
連
携
を
積
極
的
に
進
め
て
い

ま
す
。
自
由
化
が
ス
タ
ー
ト
し
、
地
域
新
電
力
や

再
エ
ネ
を
活
か
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
要
と
な

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
技
術
に
は
、
水
素
と
蓄
電
池

の
2
つ
の
流
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
成
長
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

基調
講演

地
域
で
考
え
る
地
球
温
暖
化
対
策
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
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現在と2030年度の電源別発電電力量の構成比（％）

　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
今
、
ど
う
な
って
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
東
日
本
大
震
災
前
に
約
2
割
あ
っ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
今
は
6
％
。
原
発
が
止
ま
って

い
る
か
ら
で
す
。
代
替
と
し
て
火
力
発
電
所
を
焚

き
増
し
し
海
外
依
存
度
の
高
い
化
石
燃
料
が
全
電

源
の
9
割
を
占
め
、
電
気
料
金
総
額
は
3
兆
円
、

CO2
排
出
量
は
5
0
0
0
万
ト
ン
増
え
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
現
状
の
な
か
、
2
0
3
0
年
の
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、
自
給
率
を
25
％

に
高
め
、
電
力
コ
ス
ト
は
現
状
よ
り
も
引
き
下
げ
、

温
室
効
果
ガ
ス
は
欧
米
に
遜
色
な
い
削
減
を
目
指

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
原
油
換
算
5
0
3
0

万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
徹
底
し
た
省
エ
ネ
を
行
い
、
再
エ

ネ
を
最
大
限
導
入
し
、
火
力
発
電
の
高
効
率
化
を

図
り
ま
す
。

　
電
力
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
2
0
3
0
年
の
燃
料
費

を
5
・
3
兆
円
に
圧
縮
し
ま
す
が
固
定
価
格
買
取

制
度
で
3
・
7
〜
4
兆
円
、
系
統
安
定
化
で
0
・

1
兆
円
の
費
用
負
担
が
あ
り
、
2
0
3
0
年
は

2
0
1
3
年
比
で
電
気
料
金
を
2
〜
5
％
下
げ
る

見
通
し
で
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
も

2
0
3
0
年
に
2
0
1
3
年
比
で
2
6
％
削
減
し

ま
す
。

　
再
エ
ネ
は
2
0
3
0
年
に
向
け
て
地
熱
4
倍
、

バ
イ
オ
マ
ス
3
倍
、
太
陽
光
7
倍
、
風
力
4
倍
に

し
電
源
構
成
の
22
〜
24
％
を
目
指
し
ま
す
。
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
入
札
制
度
や
新
認
定
制
度
に
よ
り
固

定
価
格
買
取
制
度
の
国
民
負
担
を
抑
え
、
リ
ー
ド

タ
イ
ム
の
長
い
地
熱
、
風
力
や
水
力
等
は
複
数
年

買
取
価
格
を
予
め
示
す
こ
と
で
太
陽
光
に
偏
っ
た

導
入
も
是
正
し
ま
す
。

　
可
能
な
限
り
原
発
は
低
減
さ
せ
ま
す
が
、
省
エ

ネ
、
再
エ
ネ
導
入
、
火
力
の
高
効
率
化
に
よ
り
震

災
前
10
年
間
の
平
均
27
％
だ
っ
た
原
発
の
割
合
を

2
0
3
0
年
に
20
〜
22
％
に
下
げ
ま
す
。「
原
発

が
な
く
と
も
電
力
の
安
定
供
給
は
実
現
し
て
い
る
」

と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
大
規
模
発

電
所
の
約
半
数
が
2
0
3
0
年
に
運
転
開
始
か
ら

40
年
を
迎
え
、
安
定
供
給
に
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

九
州
で
は
川
内
原
発
１
・
2
号
機
が
再
稼
働
し
て

い
ま
す
。
新
規
制
基
準
に
適
合
し
た
原
発
の
再
稼

働
の
際
は
政
府
が
前
面
に
立
ち
、
自
治
体
と
関
係

者
の
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
減
容
化
し
有
害

度
を
低
下
さ
せ
る
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
核
燃
サ
イ
ク
ル

も
国
と
し
て
堅
持
し
、
高
速
炉
の
開
発
に
も
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

主催者
説 明

３
E
＋
S
の
実
現
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

須
山 

照
子 

（
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
）

ア
メ
リ
カ
で
太
陽
光
な
ど
再
エ
ネ
が
増

え
て
い
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
な
ど
の
州
で

は
配
電
網
の
不
安
定
化
が
問
題
に
な
っ
て

お
り
、
配
電
網
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、

「
リ
ソ
ー
ス
ア
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ

ス
」「
ア
ン
シ
ラ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
市
場
」

が
新
た
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

の
一
部
の
電
力
会
社
は
電
気
が
逼
迫
す
る

と
料
金
を
急
騰
さ
せ
る
「
デ
マ
ン
ド

チ
ャ
ー
ジ
」
と
い
う
料
金
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
お
り
、
家
庭
や
商
業
施
設
な
ど
が

蓄
電
池
を
導
入
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
循
環
に
よ
り
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
成
長
し
て

い
ま
す
。

日
本
で
も
、
配
電
網
の
安
定
化
の
た
め

に
今
年
度
か
ら
「
バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ワ
ー
プ

ラ
ン
ト
」
と
い
う
「
仮
装
発
電
所
」
の
実

証
を
始
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
「
リ
ソ
ー

ス
ア
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
こ

と
で
す
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
、
太
陽
光
と
い
っ

た
分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
〝
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト

す
る
（
束
ね
る
）〞「
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
」

が
海
外
で
実
績
の
あ
る
事
業
主
体
も
含

め
各
地
で
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
な
分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し
た
地
域

社
会
を
各
地
に
増
や
し
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

出典：資源エネルギー庁


